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『Excelビジネス活用！ 仕事がはかどる 116のテクニック ～Excel2013/2010/2007対応～』正誤表 

 

対象版刷［初版第 1刷］ 

ページ 場所 誤 正 

全般 補足説明 Excel2013 と Excel2010 では、Backstage ビューの内容が異なります。 

32 ④ 削除ボタンが選択されている。 追加ボタンを選択。 

50 手順①のセル E 列 スクリーンショットのセル E 列に 

”(税別)”の表示 

スクリーンショットの E 列の表示から”(税別)”を削除する 

56 
 

「平均点より低い点数を強調する」の位置が 1 行目になっている。 「平均点より低い点数を強調する」の位置は、①条件付き書式を設定するス

クリーンショットの上 

61 手順①の指定範囲 スクリーンショットのドラッグ範囲 

セル B3～セル F17 

スクリーンショットのドラッグ範囲 

セル B3～セル E16 

61 手順①の指定範囲 スクリーンショットのドラッグ範囲 

アイコンが表示されている 

スクリーンショットのドラッグ範囲 

アイコンは表示されない 

81、82 
 

スクリーンショットのセル B17 

売上 

スクリーンショットのセル B17 

売上平均 

第３章章扉 右記を削除 9  表の行と列を入れ替えるには 

10 セルにリンクを設定するには  

83 ２行目 ここでは、500 万円以上を売り上げた月を ここでは、500 万円より多く売り上げた月を 

①  500 万円以上の売上があった月数 500 万円より多い売上があった月数 
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ページ 場所 誤 正 

89 ３行目 合格点を設定してそれを超えたら「合格」、合格点以下だったら「不

合格」を入力 

合格点を設定してそれ以上なら「合格」、合格点未満だったら「不合格」を入

力 

④ [論理式]に「F3>300」 [論理式]に「F3>=300」 

90 1 行目 合計点（セル F3）「３００点を超えると「合格」、３００点以下だと「不合

格」 

合計点（セル F3）「３００点以上は、「合格」、３００点未満だと「不合格」 

91 ５行目 国語と社会の得点がどちらも 80 点以上をＡＮＤ条件とする関数を入

力します。 

国語と社会の得点がどちらも 80 点を超えるというＡＮＤ条件とする関数を入

力します。 

101 操作説明⑭ ［検査範囲］入力ボックスに出発地として選択するセル範囲

［B2:H2］、 

［検査範囲］入力ボックスに到着地として選択するセル範囲［B2:H2］、 

出発地を探すセル範囲が設定されます。 到着地を探すセル範囲が設定されます。 

102、103 
 

スクリーンショットのセル A3 に 

”(万円)”の表示 

スクリーンショットのセル A3 から”(万円)”を削除する 

103 手順④ 年利率が入力されているセル（B4） 年利率が入力されているセル（B4/12） 

103 HINT 右記を追加 年利率を月利率にするため 12 で割ります。 

103 手順⑤ =PMT(B4,B2*12,B3) =PMT(B4/12,B2*12,B3) 

103 
 

月返済額のスクリーンショットを以下に差し替え  

 

107 上部 HINT ここでは、「B2:B3」が自動的に選択されます。 ここでは、「E3:E32」が自動的に選択されます。 
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ページ 場所 誤 正 

    

110 手順①の指定範囲 スクリーンショットのドラッグ範囲 

セル A1～セル E6 

スクリーンショットのドラッグ範囲 

セル A1～セル E5 

111 下部 HINT Excel2007 では、[クイック分析]ボタン は表示されません。 Excel2010/2007 では、[クイック分析]ボタン は表示されません。 

113 HINT Excel2007 では、「おすすめグラフ」ボタンは存在しません。 Excel2010/2007 では、「おすすめグラフ」ボタンは存在しません。 

115 One Point 2 行目 Excel2007 では、「グラフ要素」ボタン、「グラフスタイル」ボタン、「グ

ラフフィルター」ボタンは存在しません。 

Excel2010/2007 では、「グラフ要素」ボタン、「グラフスタイル」ボタン、「グラ

フフィルター」ボタンは存在しません。 

116 2 行目 リボンに表示されるデザインタブを、書式タブを利用すると リボンに表示されるデザインタブと、書式タブを利用すると 

118 中央画面下 表示中のグラフ要素。 表示中のグラフスタイル。 

119 One Point 4 行目 Excel2007 では、「色の変更」ボタンは存在しません。 Excel2010/2007 では、「色の変更」ボタンは存在しません。 

110～142 
 

商品別売上のスクリーンショットを以下に差し替え  

 

126 HINT Excel2007 では、おすすめグラフタブは存在しません。 Excel2010/2007 では、おすすめグラフタブは存在しません。 

130 HINT Excel2007 では、[グラフフィルター]ボタンは存在しません。 Excel2010/2007 では、[グラフフィルター]ボタンは存在しません。 
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ページ 場所 誤 正 

135 2～4 行目 目的のグラフが決まっていない場合など、おすすめグラフ機能を利

用すると Excel が最適なグラフを提案してくれます。完成イメージを

見ながら自分が気に入ったグラフに変更できます。 

ここでは、前項で作成したテンプレートを使用する例を説明します。 

158 手順① 引き出し線の文言「①目的のサイズにする。」 引き出し線の文言「①ここをクリックする。」 

167 手順③ 「③ここをクリックする。」の図で「組織図」が選択されて

いる。  
 

 

「③ここをクリックする。」の図で「ラベル付き階層」を選択する。 

※レイアウトの表示は、Excel のウィンドウサイズで異なります。  
 

 

170 手順⑧ 「⑧ここをクリックする。」の図で「シンプル」が選択され

ている。  
 

 

「⑧ここをクリックする。」の図で「凸凹」を選択する。  

 

 

170 手順⑧ 右記を追加 HINT：Excel2010/2007 では、デザインタブの［レイアウト］グループにある［そ

の他］ ボタンをクリックします。 

177 下の画面 印刷プレビュー領域が、 

顧客コード 000011 の行まで表示されている 

顧客コード 000011 の行（最下行）を削除 

182 解説③1 行目 ③前ページに印刷するタイトル行をクリックします。 ③全ページに印刷するタイトル行をクリックします。 

183 上の画面 画面上、①の示す位置が［ＯＫ］ボタン となっている 画面上、①の示す位置を、［ＯＫ］ボタン上方の［印刷プレビュー］ボタン に

修正 

191 5 行目～7 行目 ワークシートにメモ代わりに残したコメントを印刷できます。コメントを

印刷する場合は、事前に「コメントの表示」を設定しておく必要があり

ます。 

左記説明文を削除 
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ページ 場所 誤 正 

192 手順④ 右記を追加 Excel2010/2007 では、「図を挿入」ダイアログが表示されます。 

「図の挿入」ダイアログから挿入する図を選択します。 

194 2 行目 50%の大きさに 10%の大きさに 

上の画面 50%にサイズ変更される。 10%にサイズ変更される。 

201 上の画面 画面 41 行目に、[クイック分析]を確定させたあとの合計が表示され

ている。 

画面 41 行目は、③の操作を実行後に表示されます。 

202 上部 HINT Excel2007 では、[おすすめピボットテーブル]ボタンは存在しませ

ん。 

Excel2010/2007 では、[おすすめピボットテーブル]ボタンは存在しません。 

205 手順④ 次に優先され鵜キーとして 次に優先されるキーとして 

214 手順② 引き出し線が抜けている。 

 

引き出し線を追記する。 

 

214 HINT Excel2007 では、[クイック分析]ボタン は存在しません Excel2010/2007 では、[クイック分析]ボタン は存在しません 

222 手順①1 行 ピボットグラフ ピボットテーブル 

222 手順① スクリーンショットの説明 

①ここをクリックする。 

スクリーンショットの説明 

①ここをドラッグする。 

223 1 行目 ボットテーブルを作成する ピボットテーブルを作成する 

232 手順⑥ ここでは、「my macro」と表示されます。 ここでは、「my macro」と入力します。 
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ページ 場所 誤 正 

235 手順⑨ ここでは、「文字を赤く」と入力します。 赤のアイコンをクリックして表示名に「文字を赤く」と入力します。 

（2017.8.25） 
以上 


